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Ⅰ【はじめに】
日本伝統文化の１つである剣道は昭和20年（1945）第二次世界大戦敗戦後、連合国
総司令部（GHQ）により学校武道は全面禁止され、さらに同24年（1949）黙認され
ていた警察剣道も禁止され、占領下におかれた日本では剣道は抑圧されていた。しか
し、昭和25年（1950）に全日本撓競技連盟が結成され、新しいスポ－ツとしてして撓
競技が行われるようになり、学校教育の教材として採用されるようになった。その
後、昭和27年(1952)に全日本剣道連盟が結成された。昭和29年(1954)に両連盟は全日本
剣道連盟に一本化された。翌年の昭和30年（1955）には、日本体育協会への加盟を認
められ、第10回国民体育大会に剣道が正式種目として参加し、昭和33年(1958)に中学
校学習指導要領の中の「格技」として学校教育に位置づけられ、その後、平成元年
（1989）には「武道」と名称が変更された。この武道が平成23年（2011）には全国中
等学校で正課授業として行われる予定である。
また、剣道は生涯学習の老舗的存在として、「老若男女の共習・共導文化」の世界
を形成してきている。世代・性差を超えて稽古交流を行い、ともに学び、教え合うと
いう大きな特徴があるのである。更に、死ぬまで成長し続けていく芸道・職人文化と
もいえるのである。
そしてまた、先人の努力により国境を越え世界に普及発展した。世界各地で剣道を
愛好する剣道家たちの要望により、昭和45年(1970)には国際剣道連盟が設立され、第
１回世界剣道選手権大会が日本武道館において開催されるに至り、剣道は日本を代表
する伝統文化として国際的に認知され、それと共に各国において国際大会も行われる
ようになり、剣道の競技化にますます拍車がますようになった。そして、その競技力
が注目されるようになった。
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剣道の競技力は、技術・体力・精神力によって争われるが、我が国では剣道は日本
で創設されたものであり、本家としての剣道精神の浸透から、日本選手と比較して体
格の大きい外国人選手と対戦しても体得した技術をもっていれば必ず勝てるという自
負があった。しかし、昨年の2006年12月に台湾において第13回世界剣道選手権大会が
開催された。47カ国・地域がエントリーを行い、うち参加国44カ国・地域からの参加
者586名（選手と役員の重複あり）が集まった。そこで過去12回大会の全部門を制覇
してきた本家日本は、男子団体戦の準決勝戦でアメリカ合衆国に敗退しその一角が崩
れたのである。
これまでの過去の試合を見れば、韓国が日本の最大のライバルであったが、世界と
の実力の差はなくなりつつある現状である。
この結果について、佐藤博信３）は「アメリカの勢いに負けた。アメリカが頑張っ
た。えらい。しかし、アメリカは日本戦で力を使い切った。韓国は力の集積で優勝し
た。これで剣道が世界にもっと広がるだろう。剣道のためにはよかったのではない
か。日本はなんとかなるだろうと思っていたように感じた。韓国をはじめ、研究が足
りなかったのだと考えている。今後は稽古の仕方、訓練の仕方を変えていかなければ
ならないですね」と述べ、また塩入宏行４）は「第6回のパリ大会から接戦を続けてき
ているので、いつかこの日がくると思っていました。これまでの苦戦からすれば、今
日まで負けなかったのが不思議でした。それだけ日本の選手たちは限界まで戦ってき
ました。これから日本がどのようにして立て直していくか。今後、問題がふきだすか
もしれないけれど、乗り越えてくれると思います。次回のブラジル大会がカギを握る
でしょう」と述べている。
この結果を見通すように数年前より、スポ－ツ化による試合偏重主義傾向 2）・文
化的価値の喪失 1）・武道精神の希薄化 1）6）などの問題が山積みされていたのであ
る。本家日本では今日の剣道は剣道本来の姿ではないとか剣道の教育的価値を指導上
活かしていないなどの批判も聞かれた。そして、このような議論の中には、「剣道の
試合がつまらない」「剣道は本当に人間形成に役立つのか？」「今日の国際化時代を
生きていく若人たちの教育に剣道は有効機能しているのか？」と言ったものもあり、
学校教育での剣道指導者の責務は大きいと思われる。このような批判の中、特に試合
偏重主義傾向など懸念して全日本剣道連盟は今までに諸問題に則した剣道試合・審判
規則の見直しや改正を行ってきた。
これまでの規則の改正では、勝利至上主義的な試合の傾向が多くみられたことから
「鍔ぜり合い」に関することが中心であった。しかし、昨今は試合の内容を問われる
ことが数多く聞かれるようになった。
全日本剣道連盟50周年を記念して開催されてた「剣道文化講演会」の第６回が平成
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19年12月１日に九段会館ホ－ルで開催された。剣道範士、森島建男氏による「心の修
行と現代剣道」の講演で、「剣道が大変乱れてまいりました。本来、日本の剣道は
攻撃的剣道であったものが、最近の剣道は防御が主になってしまいました。今から
十五、六年前なるでしょうか、突然、相手の攻撃を竹刀でよけて面も小手も胴も防ぐ
といった三方防ぎという奇手が出現しました。試合には有利だったかもしれません
が、そういう高校がインタ－ハイで優勝しました。瞬く間にその剣風が全国に広まっ
た。まさに燎原の火のごとし、という言葉がございますが、その弊害が大学・警察
はもとより、一般の試合に蔓延しました。そして現在でもまだ直らないのが現状で
す。」と述べている。
その中でも、高等学校・大学における剣道試合の批判が中心的である。
そこで、第54回関東学生剣道選手権大会112試合及び第40回関東女子学生剣道選手
権大会103試合の試合結果（勝敗・取得技・取得本数）などの資料を得ることができ
たので、その内容・実態を調査・検討し若干の知見を得たので報告し、有効的な指導
方法を確立するための基礎的資料とすることを目的とする。
Ⅱ【被検者と調査試合数】
2008年５月11日に開催された、第54回関東学生剣道選手権大会及び2008年５月17日
に開催された、第40回関東女子学生剣道選手権大会に出場した18歳から22歳、段位は
２段から４段の選手である。
調査試合数は、第54回関東学生剣道選手権大会112試合と第40回関東女子学生剣道
選手権大会103試合である。
なお、試合時間は両試合とも４分３本勝負で、制限時間内で勝敗が決定しない場合
は、無制限の延長を行い勝敗を決定するものである。
Ⅲ【試合結果と考察】
１．試合結果
表－１は、第54回関東学生剣道選手権大会112試合の勝数結果である。
表－１  第54回関東学生剣道選手権大会112試合での勝ち方の結果
１本勝ち試合数  41
１本勝ち試合数（延長）  37
２本勝ち試合数  29
２対１の試合数（時間内）  2
２対１の試合数（延長）  3
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　表－２は、第40回関東女子学生剣道選手権大会103試合の勝数結果である。                    
表－２  第40回関東女子学生剣道選手権大会103試合での勝ち方の結果
１本勝ち試合数  40
１本勝ち試合数（延長）  26
２本勝ち試合数  30
２対１の試合数（時間内）  3
２対１の試合数（延長）  4
表－１の第54回関東学生剣道選手権大会112試合での1本勝ち（延長戦を含む）は78
試合69.64％であった。次に（2本勝ちが29試合で勝率は26.13％であり）、2対1（時間
内）での勝ち試合は2試合で勝率は1.79％、2対1（延長）での勝ち試合は3試合で勝率
は2.68％であった。また、表－２の第40回関東女子学生剣道選手権大会103試合での1
本勝ち（延長戦を含む）は66試合（64.08%）であり、次に2本勝ちが30試合で勝率は
29.13％であり、2対1（時間内）での勝ち試合は3試合で勝率は2.91％で、第54回関東
学生剣道選手権大会112試合での（延長）での勝ち試合は4試合で勝率は3.88％であっ
た。第54回関東学生剣道選手権大会112試合での2対1の試合（延長戦を含む）は5試合
で、有効打突を先取し勝利した試合は4試合、有効打突を先取して逆転負けをした試
合は1試合であった。第40回関東女子学生剣道選手権大会103試合での2対1の試合（延
長戦を含む）は7試合で、有効打突を先取し勝利した試合は4試合、有効打突を先取し
て逆転負けをした試合は3試合であった。
両試合とも１本勝ちが69.6%と64.1%を占めいることや有効打突を先取し勝利した試
合99.1%と97.1%などから、有効打突を先取することが、1本勝ちや2本勝ちの結果にな
る可能性が高いことも推察される。
また、試合者の実力が接近しているか？個人戦による有効打突を与えてはならない
という慎重さなどから消極的な試合が行われているか？などがこのような結果を表し
ているとも推察される。
初太刀一本について、森島は「日本の剣道は真剣勝負から始まっています。真剣勝
負には二本目はありません。たった一本きり。ですから初太刀一本に全精力を傾ける
ことが必要である」と述べている。
表－３は、第54回関東学生剣道選手権大会112試合及び第40回関東女子学生剣道選
手権大会103試合での有効打突の技の種類（しかけ技）である。
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表－３ 第54回関東学生剣道選手権大会112試合及び第40回関東女子学生剣道選手権大会103試合で
の有効打突の技の種類と本数。攻撃技（しかけ技）
第54回関東学生剣道選手権大会 第40回関東女子学生剣道選手権大会
跳び込み面  35本 跳び込み面  38本
跳び込み小手  11本 跳び込み小手  5本
跳び込み胴  3本 跳び込み胴  0本
突き  2本 突き  1本
出ばな面  34本 出がしら面  30本
出がしら小手  31本 出がしら小手  20本
引き面  8本 引き面  19本
引き小手  2本 引き小手  3本
引き胴  1本 引き胴  3本
　計  127本 　計  119本
 表－４は、第54回関東学生剣道選手権大会112試合試合及び第40回関東女子学生剣
道選手権大会103試合での有効打突の技の種類（応じ技）である。
表－4   第54回関東学生剣道選手権大会112試合及び第40回関東女子学生剣道選手権大会103試合で
の有効打突の技の種類と本数。反撃技（応じ技）
第54回関東学生剣道選手権大会 第40回関東女子学生剣道選手権大会
抜き面  7本 抜き面  7本
抜き胴  2本 抜き小手  2本
返し面  5本 返し面  6本
返し胴  6本 返し胴  6本
摺りあげ面  5本
摺りあげ小手  1本
　計  20本 　　計  27本
技は大きく分けると、「攻撃技（しかけ技）」と「反撃技（応じ技）」の二つに分
かれる。表－3の第54回関東学生剣道選手権大会112試合での有効打突は、しかけ技が
127本で応じ技が20本の合計147本であった。しかけ技は、有効打突総数の86.39％で
あった。また、表－4の応じ技は、20本で有効打突総数の13.61％であった。表－3の
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第40回関東女子学生剣道選手権大会103試合での有効打突は、しかけ技が119本で応じ
技が27本の合計146本であった。有効打突総数の81.15％であった。また、表－4の応
じ技は、27本で有効打突総数の18.85％であった。     
第54回関東学生剣道選手権大会と第40回関東女子学生剣道選手権大会の技（しかけ
技・応じ技）の比率が同じかどうか？母比率の差の検定を行った結果、有意水準をα
＝0.05とするとα＝0.05＜0.833より有意差はなかった。
つまり、第54回関東学生剣道選手権大会と第40回関東女子学生剣道選手権大会の技
（しかけ技・応じ技）の比率は同じであった。
これらの試合結果より、両大会ともにしかけ技が80％以上占めている。特に、しか
け技の跳び込み面・出がしら面・跳び込み小手・出がしら小手の有効打突が大半を占
めていることがわかった。また、応じ技は20％以下で抜き技・返し技・摺りあげ技で
の有効打突である。今回の第54回関東学生剣道選手権大会での調査では、摺りあげ技
での有効打突は見られなかった。
このことから、「先々の先」・「先」によって機先を制して積極的に攻撃する剣道
が展開されていることが推察される。
一刀流では先について、高野佐三郎著 5）「剣道」では次のように解説している。
剣道に於ては機先を制する事最も必要なり。勝敗を決するは実に先を得ると
否とに在り先々の先、先、及び後の先是れなり。
先々の先と謂ふは、彼我相対し勝敗を争ふ時敵の起りを早く機微の間に認め
て直ちに撃込み機先を制するをいふ。
先又は先前の先といふは、隙を認めて敵よりの撃込み来るを敵の先が功を奏
せざる前に早く先を取りて勝を制するをいふ。
先又は先前の先といふは、隙を認めて敵よりの撃込み来るを敵の先が功を奏
せざる前に早く先を取りて勝を制するをいふ。
後の先又は先後の先といふは、隙を認めて敵よりの撃込み来たるを、切落し
太刀を凌ぎて後に敵の気勢の痿ゆる所を見かけ、強く撃込みて勝をいふ。
先を求むる為めには千変万化の掛け引きを要すと雖もすべて勝は此三つの先
によるの外なきものとす。
また、先について、宮本武蔵の「五輪書」火の巻を引用すると、
一、三つの先と云事三つの先、一つは、我方より敵へかかるせん、けん
（懸）の先と云也。亦一つは、敵より我方へかかる時の先、是はたい（待）の
先と云也。又一つは我もかかり、敵もかかりあふ時の先、体々の先と云。是三
つの先也。いずれの戦初めにも、此三つの先より外はなし。先の次第を以、は
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や勝事を得る物なれば、先と云事、兵法の第一也。此先の子細様々ありといへ
ども、其時の理を先とし、敵の心を見、我兵法の智恵を以て勝事なれば、こま
やかに書わくる事にあらず。
また、宮本武蔵は
「切り結ぶ太刀の下こそ地獄なれ、一と足進め先は極楽」
我が身を捨てて、敵を我が一刀の下に倒すことを根本の教えとしている。
この攻撃的没我的なところは日本剣道の特色でもありえる。
このように表現はそれぞれ違うが、先が剣道の勝敗に大きく関係しているのである。
しかし、身体運動から観るとしかけ技の身体の動きは直線的であり、一方の応じ技
は左右や斜めの体の運用が必要とされている。有効打突技のしかけ技が80%を超えて
いることから、身体の動きは直線的な動作が多用されいることが推察される。また、
応じ技が20%以下であることから、対戦相手のしかけ技に対して応じ技が有効打突に
ならなかったり、応じ技を出さずに受けるだけの試合が展開されていることも推察さ
れる。
これらのことから、学生の剣道試合は「自分がしかけ技を出し、相手のしかけ技
には受ける防ぐだけ」の一方的な試合が行われていることになる。先人たちの教えに
「剣道は打って良し、返して良し」の剣道を目標に修行しなければならないと云って
いる。これでは、「今日の剣道は剣道本来の姿ではない」と非難されても仕方ないと
思われる。
Ⅴ【むすび】
今回、第54回関東学生剣道選手権大会112試合試合及び第40回関東女子学生剣道選
手権大会103試合を検討した結果、次のような知見を得た。
1） 両試合ともしかけ技による有効打突が80％以上占めていることから、「先々の
先」・「先」によって機先を制して積極的に攻撃する剣道が展開されていること
が推察された。
2） 応じ技による有効打突は20％以下で、相手の技に対して受けるだけの防御主体の
試合が展開されていると推察され、このことが学生剣道の評価を落としている可
能性があり得る。
3） 一本先取することは、試合に勝利する一つの条件であることが極めて高いことが
示唆された。
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4） 一本勝ち（延長戦を含む）が64％を超えていることから、試合者の実力が拮抗し
ているか勝敗に拘わった試合が展開されていることも示唆された。
引用・参考文献
1） 馬場武則：「剣道礼法と作法」体育とスポ－ツ出版社、pp12～pp28, 1990.
2） 月刊武道：317号(4月号). pp.118-121.1993.
3） 佐藤博信：剣道時代414. pp.116.2007.
4） 塩入宏行：剣道時代414. pp.116.2007.
5） 高野佐三郎：「剣道」島津書房、p.161～165.
6） 田中鎮雄：「文部省の学校武道指導指針の史的展開過程(1)」武道学研究、第13巻
3号 1981
090518kiyo.indd   52 09.6.4   10:33:49 AM
